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2. 著者紹介 
小倉 一哉（おぐら かずや） 

1965 年生まれ 
88 年明治大学商学部卒業 
93 年早稲田大学大学院商学研究科博士課程単位取得退学 
早稲田大学商学部助手、労働政策研究・研修機構主任研究員等を経て 
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主な著書 
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3. 選定理由 
1. 長時間労働の現状の把握。 
2. 世界規模で見て、日本の労働の位置づけを明らかにする。 
3. なぜ長時間労働をすることが当たり前になっているのかを考える。 
4. 長時間労働者の心の状態について考える。 
5. 長時間労働を解消・改善するためにはどうしたらよいかを議論する。 
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